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24 法学論集 87 〔山梨学院大学〕
─ 24 ─
山梨県知事も積極的な推進者の一人である道州制の導入についてどのよ
うにお考えですか。
市長…遠い将来のことはわかりませんが、地方行政は、何でも「費用対
効果」だけで考えるべきではないと思います。
今村…現在総務省は、基礎自治体間での広域連携による「定住自立圏構
想」を打ち出しています。この構想では「中心市を核としてその回りに
連携する市」という構想になっていますが、山梨県でこうした構想を実
現する場合、どこが中心市になると思われますか。
市長…山梨県全体の市町村の配置、そして県庁所在地という点からも、
そうした構想がもし実現するとすれば、それは甲府市ということになる
のではないでしょうか。
今村…本学では公務員希望者が多いのですが、最後に行政の長として市
職員に対して求めていることはどんなことでしょうか。
市長…困難な状況であるからこそ、ふるさとを愛し、チャレンジ精神を
もってほしいと思っています。
以上です。こうした取り組みは間違いなく、本学科の学生にとって大いに
刺激となり、また公務員試験の面接にも有益であったと思っています。
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